
１．基準病床数（菊池二次保健医療圏の療養病床及び一般病床）

（単位：床）

基準病床数 Ａ 既存病床数　Ｂ 差引　B-A

1,696 1,763 67 ※病床過剰地域

２．病床機能別病床数（菊池構想区域の必要量と病床機能報告病床数の比較）

（単位：床）

差

基準日病床数
（Ｂ）

基準日後病床数
（Ｃ）

（C）－（A）

高度急性期 64 0 0 ▲ 64

急性期 453 893 893 440

回復期 578 422 469 ▲ 109

慢性期 589 1,488 1,537 948 ※過剰

計 1,684 2,803 2,899 1,215

○重症心身障害児（者）病床を８０床から１００床へ増床

　　【基準病床上は一般病床、病床機能は慢性期機能】

１．一般病床の増床について

　　　 　医療法施行規則第３０条の３３職域病院等に該当するため既存病床数を補正
　　　　 補正後⇒０床（既存病床数は増えない。）

２．慢性期機能の増床について

　　　　　過剰な病床機能の増となるため地域調整会議での協議が必要
　　　　

資料２・別紙

菊池地域の病床の状況

菊池病院の変更内容

厚労省令算定式
に基づく病床数

の必要量
（Ａ）
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